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1．は じ め に 　 落雷に 伴 い 放出 され る エ ネル ギ

一強度の ダイナ ミ ッ ク レ ン ジ は 50dB以上 に達す

る こ とが知 られて い る．Iwasaki （2014 ：SOLA ）は ，

全球落雷観 測網 （WWLLN）デー
タを用 い て 日本周

辺 の 落雷 の 特徴を調 べ
， 落雷密度 の 低い 黒潮続

流域の 北側 で は，落雷エ ネル ギー
（retum 　 stroke

の 最大電流値に対応 ）の 高い 雷が発 生 し易 い こ

とを示 した．こ こ で は ， 解析領 域を全 球に拡大

し，落雷 エ ネル ギーの 規模別の 落雷の 出現特性

に つ い て報告す る．

3　 析期 間 ・領 域　 2009 年 5月 〜2014 年4月 ま

で の 5年間に つ い て ，北極圏 ・南極圏を除 い た南

緯60度一北緯70度 まで の 領域 を解析対象 と した，

い ．熱帯 と高緯度 で は ，S落雷 の 発 生す る条件が

異な る の か も知れ ない 。

5．東部太平洋 （領域10）か ら米国中東部 （領域11）

に掛 けて は ，
W落雷 の 割合 が 20％以 上 の 領域が広

が っ て い る，米国には WWLLN受信地 点 が多数 あ る

た め，微弱な落雷 が補足 され易 く，領域 11の W落
雷の 頻度を 高く して い る可能性 もある．し か し，

大陸か ら離れ た領域 10や タ ス マ ン 海 （領域 12）で

は ， 弱 い 落雷が観測 され やす くな る理 由 は な い

た め ， 実際の 現象であ ろ う．

　ま た ， W落雷 の 頻度が 高 い 領域 10は ，
　 S落雷の

頻度 が 高 い 領域3 と隣接 し て お り，そ の 境界 で は ，
W落雷 とS落雷 の 頻度の 両 方が 20％を越 え る格子 も

数多 く存在す る （第3図 の 黒域），

3．結果　第1図 は，WWLLN落雷デー
タか ら，緯度

1度 × 経度 1度の 格子 毎に求 めた 全球 落雷密度の

分布で あ る．こ れ らの 観測 された全 事例 に っ い

て の 落雷 エ ネル ギーの 頻度分布 （第2図）を基 に ，

上位10％（7666J）以 上 の エ ネル ギ
ー

を持 つ 落雷 を

「強い 落雷 （S落雷）」， 上位45−55％の 範囲 （956−13
73J）を 「中程度の 落雷（M落雷）」， 下位 10％（175J）
以下を 「弱 い 落雷 （W落雷）」 と定義す る．

　落雷 エ ネル ギ
ー

の 強 度 の 地理 的分布 を調 べ る

ため に ， 格子 毎に ， 全落雷に対するW落雷 ， M落
雷 とS落雷 が 占める割合 を計算 した．M落雷 の 出

現頻度が20％を組織的に越 える領域は な い が ，W
落雷 とS落 雷は 20％を越 す複数 の領域が認 め られ，
そ れ ぞれ を W領域とS領域 と呼ぶ こ とにす る，第 3

図は W領域 とS領 域の 分布図で あ る．次 の 特徴が

見 られ る．

1．イ ン ドネシ ア 海洋大陸や北米 ・南米 ・ア フ リ

カ 大 陸の 全 落雷密度が高 い 領域に は
， 剛 S落雷が

20％以 上 の 領域 （W領域 とS領域） は存在 しな い ．

2．北緯 50−70度 と南緯 40L60度 の 高緯度帯には ，
S領域が 帯状に広 が り（第 3図），それ らは全 落雷

密度 が 比 較 的高 い 領域 の 北側 に対応 し て い る．

　シ ベ リア北部の 領域3では夏期に落雷が多くな

っ て い るが ， 他 の 高緯度S領域 （1−3と7−9）は海洋

上で あ り， 1年を通 じて 落雷が観測 され ， 寒候期

に全落雷 ・S落雷が 多くな る傾向が あ る （図略）．

3．チ ベ ッ ト高原 で は ，
S落雷 の 頻度が 高 い ，こ

の S領域 の 形状 は ， 標高3000m の 等値線とほ ぼ一

致 し て い る （第3図）． しか し ，
ロ ッ キ

ー
山脈や

ア ン デ ス 山脈に 伴 う標高3000mの 高原 で は，　 S落
雷の頻度は高くな い ．

4．熱帯イ ン ド洋 （領域 5）と熱帯大西洋 （領域6）で
は ， 全落雷密度が 比較的高い （103個／km2／yr以 上）

格子 で も ， S落雷 の 頻度が 20％を越 える場合 が多

　WWLLN落雷の 検出率 は，受信 地点密度 に影響 さ

れ るた め ，領域 によ っ て は，弱い 落 雷が観 測 さ

れ難い 傾 向に ある．発 表 では ， 検 出 率 の 時空 間

変動 を考慮 した結果を示 す予 定で あ る．
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第1図 （上） ： 全 球落雷 密度分 布．高 エ ネ ル ギ
ー

落雷
の 頻度 の 高 い S領域を枠で示 してい る，
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第2図 （横） ： 全 球落 雷 エ ネ

ル ギー
の 頻 度分 布 ．エ ネ ル

ギー
区分に ，W，M と S落雷 の

定義 を示 して あ る．

　 　 　 　 　 　 　 Weak 　 W ＋S　 Streng

第3図 ： 低 ＝ ネル ギー落雷 が卓越す るW領域 （濃 い 灰

色）と高 エ ネル ギ
ー

落 雷 が卓 越す るS領域 （淡 い 灰

色） の 分 布．S領域 は矩形 で 囲ん で あ り，そ れぞれ

の W領 域 とS領域 には領域番号を書き 入 れ て あ る ．

一 331一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


